
2026年度併願総合型選抜（学力評価型）

１．監督者が指示するまで，この問題冊子は開かないこと。
２．右下の受験番号欄及び解答用紙（A面）の受験番号欄，氏名欄に正確に記入し，受験番号
マーク欄に受験番号を必ずマークすること。マークが無い場合や誤って記入した場合の答案 
は無効となる。

　　受験番号のマーク例（20123の場合）
　　正しいマーク例　　　　　　　　　　　　　誤ったマーク例

３．解答用紙は，汚したり，曲げたりしないこと。
４．答案作成には，必ずHB以上の黒鉛筆又はシャープペンシルを使用し，間違った場合は完全に
消してからマークしなおすこと。

受験番号
万位 千位 百位 十位 一位

2 0 1 2 3
0 0 0 0 0

1 1 0 1 1

0 2 2 0 2

3 3 3 3 0

1 2 3 4 ○をする

1 2 3 4 をする

1 2 3 4 完全にマークしない

1 2 3 4 枠からはみだす

1 2 4 マークがうすい

１．解答科目を解答用紙各面の解答科目マーク欄の解答する科目名の左にマークすること。マー
クされていない場合又は複数の科目にマークされている場合は，無効となる。

２．解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。例えば，問題文末尾に 10 と表示のある
問いに対して⑶と解答する場合には，次のように解答番号10の解答欄の 3 にマークすること。
解
答
番
号

解 答 欄
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

10 1 2 1 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

　試験開始の合図があるまで，この注意事項をよく読み，間違いのないようにすること。
１．試験時間は，11時から12時までの60分間とする。
２．この問題冊子には，歴史総合、世界史探究，歴史総合、日本史探究，公共、政治・経済，数学

及び国語の問題が入っている。そのうち，２教科２科目を選択し解答すること。但し，地理歴
史・公民からは歴史総合、世界史探究，歴史総合、日本史探究，公共、政治・経済のうちいずれ
か１つのみ選択可とする。

３．この問題冊子のページだては下表の通りである。もし，ページ等に脱落等がある場合に 
は，直ちに監督者に申し出ること。なお，国語については，書式の関係上ページが逆になる 
ので，解答する際には注意すること。

科　　　目 ページ 解答番号 科　　　目 ページ 解答番号
歴史総合、世界史探究 1 ～ 6 1 ～ 24 数 学 17～24 1 ～ 18
歴史総合、日本史探究 7～12 1 ～ 20 国 語 28～35 1 ～ 20
公 共、政 治・経 済 13～16 1 ～ 16

４．解答用紙は１枚（両面使用）のみ配付する。どの科目から解答してもかまわない。
　　なお，途中で解答科目を変更する場合は，完全に消してからマークしなおすこと。
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注意事項

試験実施について

解答方法
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歴史総合、世界史探究
（解答番号 1 ～ 24 ）

問題Ⅰ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

東南アジアは，インドシナ半島の大陸部と，世界最大の多島海からなる島嶼部から構成され

る。「東南アジア」という用語は，1943 年にイギリス軍がコロンボに設けた「東南アジア司令部」

に由来するといわれている。現在は東ティモールを除く 10 カ国が東南アジア諸国連合に加盟し

ており，この地域の人々も東南アジアの概念を共有するにいたっている。

東南アジアは，香辛料をはじめとする資源が豊かで，水上交通網も発達していたため，はやく

から外の世界とつながり，古くはインドや中国の影響をうけつつ独自の文明を築いた。

前2千年紀末に，ベトナムやタイ東北部を中心に，青銅器が製作され，前4世紀になると，	

ドンソン文化が発展した。紀元前後からさかんになるインドや中国との交流の中で，1世紀末に

東南アジア最古の国家ともされる Ａ がメコン川下流域に建国された。また2世紀末，ベ

トナムの中部に，チャム人がのちに Ｂ とよばれる国をたてた。

4世紀末から5世紀になると，インド船のさかんな活動を背景として，広い地域で「インド

化」とよばれる諸変化が生じ，インドの影響が強くみられるようになった。

7世紀以降，島嶼部に強大な国家があらわれた。7世紀なかばには，スマトラ島のパレンバン

を中心にシュリーヴィジャヤ王国が成立した。ついで8世紀なかばには，中部ジャワではシャイ

レンドラ朝が繁栄した。これらの国家では大乗仏教がひろまったが，その後，ヒンドゥー教の勢

力が強くなった。

15 世紀にマラッカを中心とする活発な交易活動を展開した東南アジアは，16 世紀に入ると西

欧勢力の進出をうけ，19 世紀以降は世界市場に本格的に組み込まれた。

問1	 文中の Ａ ・ Ｂ に入る国を下記からそれぞれ1つずつ選び，その番号を解答

欄にマークしなさい。 Ａ － 1 ， Ｂ － 2

⑴　扶南　　⑵　林邑　　⑶　大越

⑷　真臘　　⑸　柔然　　⑹　南詔　

⒜

⒝

⒞ ⒟

⒠

⒡ ⒢

⒣ ⒤

⒥
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問2	 下線部⒜について，東南アジア諸国連合の略称を下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 3

⑴　APEC　　⑵　ASEAN　　⑶　ASEM　　⑷　NIES

問3	 下線部⒝について，胡椒の原産地とされる国を下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 4

⑴　インドネシア　　⑵　インド　　⑶　スリランカ　　⑷　中国

問4	 下線部⒞について，ドンソン文化に関する記述として誤っているものを下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 5

⑴　ベトナムの初期金属文化である。

⑵　出土場所にちなんで名づけられた。

⑶　代表する青銅製の祭器は三足鼎である。

⑷　東南アジアに広範な影響をあたえた。

問5	 下線部⒟について，その交流の中で，南海交易の窓口ではなかった郡を下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 6

⑴　交趾郡　　⑵　楽浪郡　　⑶　日南郡　　⑷　南海郡

問6	 下線部⒠について，「インド化」に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 7

⑴　王権概念が受容された。

⑵　サンスクリット語が取り入れられた。

⑶　ヒンドゥー教や仏教が受け入れられた。

⑷　ヴァルナ制が導入され，根づいた。

問7	 下線部⒡について，インドへの往復途中にこの王国に滞在した中国の僧侶を下記から1つ

選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 8

⑴　義浄　　⑵　玄奘　　⑶　法顕　　⑷　竜樹

歴史総合、世界史探究
（解答番号 1 ～ 24 ）

問題Ⅰ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

東南アジアは，インドシナ半島の大陸部と，世界最大の多島海からなる島嶼部から構成され

る。「東南アジア」という用語は，1943 年にイギリス軍がコロンボに設けた「東南アジア司令部」

に由来するといわれている。現在は東ティモールを除く 10 カ国が東南アジア諸国連合に加盟し

ており，この地域の人々も東南アジアの概念を共有するにいたっている。

東南アジアは，香辛料をはじめとする資源が豊かで，水上交通網も発達していたため，はやく

から外の世界とつながり，古くはインドや中国の影響をうけつつ独自の文明を築いた。

前2千年紀末に，ベトナムやタイ東北部を中心に，青銅器が製作され，前4世紀になると，	

ドンソン文化が発展した。紀元前後からさかんになるインドや中国との交流の中で，1世紀末に

東南アジア最古の国家ともされる Ａ がメコン川下流域に建国された。また2世紀末，ベ

トナムの中部に，チャム人がのちに Ｂ とよばれる国をたてた。

4世紀末から5世紀になると，インド船のさかんな活動を背景として，広い地域で「インド

化」とよばれる諸変化が生じ，インドの影響が強くみられるようになった。

7世紀以降，島嶼部に強大な国家があらわれた。7世紀なかばには，スマトラ島のパレンバン

を中心にシュリーヴィジャヤ王国が成立した。ついで8世紀なかばには，中部ジャワではシャイ

レンドラ朝が繁栄した。これらの国家では大乗仏教がひろまったが，その後，ヒンドゥー教の勢

力が強くなった。

15 世紀にマラッカを中心とする活発な交易活動を展開した東南アジアは，16 世紀に入ると西

欧勢力の進出をうけ，19 世紀以降は世界市場に本格的に組み込まれた。

問1	 文中の Ａ ・ Ｂ に入る国を下記からそれぞれ1つずつ選び，その番号を解答

欄にマークしなさい。 Ａ － 1 ， Ｂ － 2

⑴　扶南　　⑵　林邑　　⑶　大越

⑷　真臘　　⑸　柔然　　⑹　南詔　

⒜
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問8	 下線部⒢について，シャイレンドラ朝が造営した仏教寺院を下記から1つ選び，その番号

を解答欄にマークしなさい。 9

⑴　アジャンター石窟寺院　　⑵　エローラ石窟寺院

⑶　ボロブドゥール　　　　　⑷　プランバナン

問9	 下線部⒣について，大乗仏教に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 10

⑴　「利他行」を特徴とする仏教である。

⑵　阿弥陀などの如来思想が説かれている。

⑶　他力本願が強調されている。

⑷　南伝仏教ともいわれる。

問10		 下線部⒤について，9世紀なかばに，シャイレンドラ朝をジャワから追い出したヒン

ドゥー教の王朝を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 11

⑴　パガン朝　　⑵　マタラム朝（古マタラム朝）　　⑶　スコータイ朝　　⑷　チョーラ朝

問11		 下線部⒥について，マラッカに関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 12

⑴　マレー半島南西岸に位置する港市である。

⑵　マラッカ王国の王都として交易で栄えた。

⑶　明の鄭成功による南海遠征の根拠地となった。

⑷　1824 年からはイギリスの植民地となった。

問題Ⅱ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

18 世紀後半のフランスは，対外戦争などによって財政赤字に苦しんでいた。国王ルイ 16 世は

財政改革をこころみたが，特権身分が抵抗したため，1615 年以来ひらかれていなかった三部会を

1789 年5月に開催した。しかし，特権身分と対立した第三身分の議員が中心となって国民議会

を結成した。
⒜
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国王側による財務総監 Ａ の罷免や軍隊のヴェルサイユ集結の動きに対し，パリの民衆

はバスティーユ牢獄を襲撃した。パリのニュースはすみやかに国内各地に伝わり，農村の民衆の

間に，自然発生的な「大恐怖」を引きおこした。

国民議会は「大恐怖」に対応するため，三部会では第三身分代表の自由主義貴族の Ｂ

や，アメリカ独立戦争にも参戦した C の主導のもと封建的特権の廃止などの改革を急ぐ

とともに，1791 年憲法の制定を進めた。この憲法は立憲君主政を維持して革命の終結をめざすも

のであったが，制定直前の事件によって国王は国民からの信頼を失っていった。

1791 年憲法にもとづき，91 年 10 月に立法議会が発足した。翌年春には，ジロンド派主導の内

閣が成立し，革命に反対するオーストリアに宣戦して対外戦争をはじめた。戦況はフランスの不

利に進んだ。危機を感じたパリの民衆と全国から集まった義勇軍は王宮を襲撃した。

1792 年9月に新憲法を制定するための国民公会が招集され，共和政の成立が宣言された。ル

イ 16 世は裁判で有罪になり，断頭台上で処刑された。これを機にイギリスは，フランスと敵対

する大陸の国と第1回対仏大同盟を結成した。

国民公会では当初ジロンド派が優勢であったが，のち山岳派（ジャコバン派）が実権をにぎっ

た。山岳派（ジャコバン派）は国民公会におかれた公安委員会を拠点として，民衆に配慮した政

策をうち出した。山岳派（ジャコバン派）の中心人物の D は「恐怖政治」とよばれる独

裁的な政治を進めたが，反発をまねいてテルミドール9日のクーデタで失脚した。その後，国民

公会は 1795 年憲法を制定した。

問1	 文中の Ａ ～ Ｄ に入る人物を下記からそれぞれ1つずつ選び，その番号を

解答欄にマークしなさい。

Ａ － 13 ， Ｂ － 14 ， C － 15 ，

Ｄ － 16

⑴　ミラボー　　　　　⑵　テュルゴー　　　　　⑶　ダントン

⑷　ブリッソ　　　　　⑸　ネッケル	　　　　　　⑹　ロベスピエール

⑺　トマス=ペイン　　⑻　リシュリュー　　　　⑼　マラー

⑽　ケネー　　　　　　⑾　ラ=ファイエット　　⑿　エベール

⒝

⒞

⒟

⒠

⒡

⒢

⒣

問8	 下線部⒢について，シャイレンドラ朝が造営した仏教寺院を下記から1つ選び，その番号

を解答欄にマークしなさい。 9

⑴　アジャンター石窟寺院　　⑵　エローラ石窟寺院

⑶　ボロブドゥール　　　　　⑷　プランバナン

問9	 下線部⒣について，大乗仏教に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 10

⑴　「利他行」を特徴とする仏教である。

⑵　阿弥陀などの如来思想が説かれている。

⑶　他力本願が強調されている。

⑷　南伝仏教ともいわれる。

問10		 下線部⒤について，9世紀なかばに，シャイレンドラ朝をジャワから追い出したヒン

ドゥー教の王朝を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 11

⑴　パガン朝　　⑵　マタラム朝（古マタラム朝）　　⑶　スコータイ朝　　⑷　チョーラ朝

問11		 下線部⒥について，マラッカに関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 12

⑴　マレー半島南西岸に位置する港市である。

⑵　マラッカ王国の王都として交易で栄えた。

⑶　明の鄭成功による南海遠征の根拠地となった。

⑷　1824 年からはイギリスの植民地となった。

問題Ⅱ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

18 世紀後半のフランスは，対外戦争などによって財政赤字に苦しんでいた。国王ルイ 16 世は

財政改革をこころみたが，特権身分が抵抗したため，1615 年以来ひらかれていなかった三部会を

1789 年5月に開催した。しかし，特権身分と対立した第三身分の議員が中心となって国民議会

を結成した。
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問2	 下線部⒜について，この議会に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 17

⑴　『第三身分とは何か』を書いたシェイエスの提案によって結成された。

⑵　憲法制定まで解散しないことをヴェルサイユ宮殿隣接の室内球戯場で誓った。

⑶　最終的に国王は議会を承認し，憲法制定国民議会と改称された。

⑷　三部会でおこなわれていた身分別議決法が踏襲された。　

問3	 下線部⒝について，この襲撃がおきた月日を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマー

クしなさい。 18

⑴　6月4日　　⑵　6月 14 日　　⑶　	7 月4日　　⑷　7月 14 日

問4	 下線部⒞について，この封建的特権の廃止に関する記述として誤っているものを下記から

1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 19

⑴　1789 年8月4日に宣言された。

⑵　収入に応じた納税を定めて特権身分の免税特権を否定した。

⑶　領主裁判権や教会におさめていた十分の一税を無償廃止した。

⑷　農民が土地を容易に獲得できるようになった。

問5	 下線部⒟について，この事件を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。
20

⑴　ファショダ事件　　　⑵　ヴァレンヌ逃亡事件

⑶　ブーランジェ事件　　⑷　ドレフュス事件

問6	 下線部⒠について，この襲撃事件に関する記述として誤っているものを下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 21

⑴　国王がいたヴェルサイユ宮殿が襲撃された。

⑵　王権を停止することが決まった。

⑶　襲撃に加わった都市民衆はサンキュロットとよばれた。

⑷　国会における男性普通選挙制度の採用が決定された。
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問7	 下線部⒡について，この同盟に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 22

⑴　イギリスの首相ピットのよびかけで結成された。

⑵　主な同盟国は，イギリス・オーストリア・プロイセン・スペインなどであった。

⑶　この同盟に対抗するため，国民公会は 30 万人の募兵を実施した。

⑷　皇帝ナポレオン1世時代の 1805 年にも第2回対仏大同盟が結成された。

	

問8	 下線部⒢について，国民公会における山岳派（ジャコバン派）の政策に関する記述として

誤っているものを下記から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 23

⑴　パリを通る子午線の 4000 万分の1を1メートルとするメートル法を正式に採用した。

⑵　物価上昇をおさえるため，最高価格令を定めた。

⑶　共和政開始の 1792 年9月 22 日を紀元とする革命暦を施行した。

⑷　1793 年憲法が決議されたが，情勢不安で施行が延期され，実施にはいたらなかった。

問9	 下線部⒣について,この憲法に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 24

⑴　二院制・三権分立が定められた。

⑵　制限選挙制が導入された。

⑶　5人の統領からなる統領政府が樹立された。

⑷　穏健なブルジョワ共和政の確立がめざされた。

問2	 下線部⒜について，この議会に関する記述として誤っているものを下記から1つ選び，そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 17

⑴　『第三身分とは何か』を書いたシェイエスの提案によって結成された。

⑵　憲法制定まで解散しないことをヴェルサイユ宮殿隣接の室内球戯場で誓った。

⑶　最終的に国王は議会を承認し，憲法制定国民議会と改称された。

⑷　三部会でおこなわれていた身分別議決法が踏襲された。　

問3	 下線部⒝について，この襲撃がおきた月日を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマー

クしなさい。 18

⑴　6月4日　　⑵　6月 14 日　　⑶　	7 月4日　　⑷　7月 14 日

問4	 下線部⒞について，この封建的特権の廃止に関する記述として誤っているものを下記から

1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 19

⑴　1789 年8月4日に宣言された。

⑵　収入に応じた納税を定めて特権身分の免税特権を否定した。

⑶　領主裁判権や教会におさめていた十分の一税を無償廃止した。

⑷　農民が土地を容易に獲得できるようになった。

問5	 下線部⒟について，この事件を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。
20

⑴　ファショダ事件　　　⑵　ヴァレンヌ逃亡事件

⑶　ブーランジェ事件　　⑷　ドレフュス事件

問6	 下線部⒠について，この襲撃事件に関する記述として誤っているものを下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 21

⑴　国王がいたヴェルサイユ宮殿が襲撃された。

⑵　王権を停止することが決まった。

⑶　襲撃に加わった都市民衆はサンキュロットとよばれた。

⑷　国会における男性普通選挙制度の採用が決定された。
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歴史総合、日本史探究
（解答番号 1 ～ 20 ）

問題Ⅰ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

光仁天皇の政策をうけ継いだ桓武天皇は，784 年に平城京から山背国の Ａ に遷都した。

しかし，造営の中心人物であった Ｂ の暗殺や，早良親王が皇太子の地位を追われ死亡す

るなど，政治的不安が募ると，794 年， Ａ を廃止して平安京へ遷都し，山背国も山城国

と改められた。

桓武天皇の死後，平城天皇，ついで嵯峨天皇が位についた。810 年，嵯峨天皇と平城太上天皇

とのあいだに対立が生じ，太上天皇が藤原薬子や Ｃ とはかり重祚を企てる薬子の変がお

きた。この対立の際に，天皇の命令をすみやかに太政官組織に伝えるために，秘書官長としての

Ｄ が設けられ，藤原冬嗣らが任命された。

問1　文中の Ａ に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 1

⑴　福原京　　⑵　長岡京　　⑶　藤原京　　⑷　恭仁京

問2　文中の Ｂ ・ Ｃ に入る最も適切な人物を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 B － 2 ， C － 3

⑴　藤原仲麻呂　　⑵　藤原不比等　　⑶　藤原道隆　　⑷　藤原種継

⑸　藤原頼通　　　⑹　藤原道長　　　⑺　藤原仲成　　⑻　藤原広嗣

問3　文中の Ｄ に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 4

⑴　防人司　　⑵　押領使　　⑶　摂政　　⑷　蔵人頭

⒜

⒝
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問4　下線部⒜に関して，桓武天皇の頃の政治について述べた文として適切でないものを下記か

ら1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 5

⑴　勘解由使を設け，国司の交替に際する事務の引継ぎをきびしく監督させた。

⑵　郡司の子弟や有力農民の志願による少数精鋭の健児を採用した。

⑶　徳政相論とよばれる議論を裁定して，蝦夷との戦争と平安京造営を停止した。

⑷　長く唐に滞在した玄昉や吉備真備を重用し，唐風の儀礼をうけ入れ宮廷の儀式を整え

た。

問5　下線部⒝に関して，嵯峨天皇が空海に与えた密教の根本道場として最も適切なものを下記

から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 6

⑴　教王護国寺　　⑵　延暦寺　　⑶　清水寺　　⑷　醍醐寺

問題Ⅱ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

19 世紀に入ると，民衆の旅行が一般化するなかで錦絵の風景画が流行し， Ａ が『富嶽

三十六景』を， B が『東海道五十三次』を描いた。伝統的な絵画では，円山応挙に始ま

る円山派からわかれ，呉春が始めた四条派が，温雅な筆致で風景画を描き，上方の豪商らに歓迎

された。また，文人画の分野では，渡辺崋山らの出現で全盛期を迎えた。さらに，長崎から西洋

絵画の技法と油絵具が伝えられると，田沼時代の平賀源内や司馬江漢に続き，亜欧堂田善も銅版

画や油絵に取り組んだ。

問1　文中の A ・ B に入る最も適切な人物を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 A － 7 ， B － 8

⑴　月岡芳年　　　⑵　鈴木春信　　⑶　東洲斎写楽　　⑷　葛飾北斎

⑸　喜多川歌麿　　⑹　住吉具慶　　⑺　歌川広重　　　⑻　小林清親

問2　下線部⒜に関して，円山応挙の作品として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号

を解答欄にマークしなさい。 9

⑴　『松林図屛風』　　⑵　『雪松図屛風』　　⑶　『花下遊楽図屛風』　　⑷　『紅白梅図屛風』

⒜

⒝

⒞

⒟

歴史総合、日本史探究
（解答番号 1 ～ 20 ）

問題Ⅰ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

光仁天皇の政策をうけ継いだ桓武天皇は，784 年に平城京から山背国の Ａ に遷都した。

しかし，造営の中心人物であった Ｂ の暗殺や，早良親王が皇太子の地位を追われ死亡す

るなど，政治的不安が募ると，794 年， Ａ を廃止して平安京へ遷都し，山背国も山城国

と改められた。

桓武天皇の死後，平城天皇，ついで嵯峨天皇が位についた。810 年，嵯峨天皇と平城太上天皇

とのあいだに対立が生じ，太上天皇が藤原薬子や Ｃ とはかり重祚を企てる薬子の変がお

きた。この対立の際に，天皇の命令をすみやかに太政官組織に伝えるために，秘書官長としての

Ｄ が設けられ，藤原冬嗣らが任命された。

問1　文中の Ａ に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 1

⑴　福原京　　⑵　長岡京　　⑶　藤原京　　⑷　恭仁京

問2　文中の Ｂ ・ Ｃ に入る最も適切な人物を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 B － 2 ， C － 3

⑴　藤原仲麻呂　　⑵　藤原不比等　　⑶　藤原道隆　　⑷　藤原種継

⑸　藤原頼通　　　⑹　藤原道長　　　⑺　藤原仲成　　⑻　藤原広嗣

問3　文中の Ｄ に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 4

⑴　防人司　　⑵　押領使　　⑶　摂政　　⑷　蔵人頭

⒜

⒝
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問3　下線部⒝に関して，呉春の作品として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号を解

答欄にマークしなさい。 10

⑴　『高雄観楓図屛風』　　⑵　『保津川図屛風』

⑶　『柳鷺群禽図屛風』　　⑷　『夕顔棚納涼図屛風』

問4　下線部⒞に関して，文人画について述べた文として適切でないものを下記から1つ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 11

⑴　明や清の影響をうけた画風で，学者や文人によって描かれた。

⑵　『公余探勝図巻』を描いた，谷文晁によって大成された。

⑶　池大雅と与謝蕪村により，『十便十宜図』が合作された。

⑷　美濃大垣藩医の娘である，江馬細香のような女性画家もあらわれた。

問5　下線部⒟に関して，亜欧堂田善について述べた文として最も適切なものを下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 12

⑴　江戸で銅版画を始め，『不忍池図』など洋画の遠近法を用いた作品を制作した。

⑵　秋田藩士であり，『解体新書』の扉絵や解剖図を写し描いた。

⑶　松平定信に才能を見出され，『浅間山図屛風』では泥絵具を利用して浅間山を写実的に

描いた。

⑷　『西洋婦人図』を描いた他，エレキテル（摩擦起電機）や寒暖計をつくって人々を驚か

せた。

問題Ⅲ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

19 世紀，産業革命が進み，工業生産力を飛躍的に高めた欧米諸国は，アジアへの進出を本格

化させた。1842 年にはアヘン戦争により清がイギリスに敗れたことで欧米列強の軍事的な優位が

明らかとなったが，当初，幕府は鎖国政策自体を捨てることはしなかった。

1853 年4月，琉球王国の那覇に寄港したアメリカ東インド艦隊司令長官ペリーは，同年6月，

Ａ に現われ， B 大統領の国書を提出して日本の開国を求めた。ペリーは翌年ふ

たたび来航し，条約の締結を強硬にせまった。幕府はその威力に屈して条約を締結し，200 年以

上にわたった鎖国政策から完全に転換した。　

⒜ ⒝

⒞

⒟
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問1　文中の Ａ に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 13

⑴　品川　　⑵　逗子　　⑶　下田　　⑷　浦賀

問2　文中の B に入る最も適切な人物を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 14

⑴　ビッドル　　⑵　フィルモア　　⑶　ハーディング　　⑷　ウィルソン

問3　下線部⒜に関して，アヘン戦争による清の劣勢をうけ，西洋砲術の導入を幕府に建言した

人物として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。

� 15

⑴　本多利明　　⑵　高島秋帆　　⑶　高橋至時　　⑷　志筑忠雄

問4　下線部⒝に関して，幕末の日本とイギリスにまつわる出来事として適切でないものを下記

から1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 16

⑴　伊藤博文が長州藩から，森有礼が薩摩藩からイギリスに留学した。

⑵　島津久光の行列を横切ったイギリス人が殺害される東禅寺事件がおきた。

⑶　品川御殿山に建築中のイギリス公使館が高杉晋作や井上馨らに襲撃され全焼する事件が

おきた。

⑷　薩摩藩は，生麦事件の報復のため鹿児島湾に来航したイギリス艦隊と交戦した。

問5　下線部⒞に関して，最後の琉球国王として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号

を解答欄にマークしなさい。 17

⑴　大院君　　⑵　汪兆銘　　⑶　尚泰　　⑷　高宗

問3　下線部⒝に関して，呉春の作品として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号を解

答欄にマークしなさい。 10

⑴　『高雄観楓図屛風』　　⑵　『保津川図屛風』

⑶　『柳鷺群禽図屛風』　　⑷　『夕顔棚納涼図屛風』

問4　下線部⒞に関して，文人画について述べた文として適切でないものを下記から1つ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 11

⑴　明や清の影響をうけた画風で，学者や文人によって描かれた。

⑵　『公余探勝図巻』を描いた，谷文晁によって大成された。

⑶　池大雅と与謝蕪村により，『十便十宜図』が合作された。

⑷　美濃大垣藩医の娘である，江馬細香のような女性画家もあらわれた。

問5　下線部⒟に関して，亜欧堂田善について述べた文として最も適切なものを下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 12

⑴　江戸で銅版画を始め，『不忍池図』など洋画の遠近法を用いた作品を制作した。

⑵　秋田藩士であり，『解体新書』の扉絵や解剖図を写し描いた。

⑶　松平定信に才能を見出され，『浅間山図屛風』では泥絵具を利用して浅間山を写実的に

描いた。

⑷　『西洋婦人図』を描いた他，エレキテル（摩擦起電機）や寒暖計をつくって人々を驚か

せた。

問題Ⅲ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

19 世紀，産業革命が進み，工業生産力を飛躍的に高めた欧米諸国は，アジアへの進出を本格

化させた。1842 年にはアヘン戦争により清がイギリスに敗れたことで欧米列強の軍事的な優位が

明らかとなったが，当初，幕府は鎖国政策自体を捨てることはしなかった。

1853 年4月，琉球王国の那覇に寄港したアメリカ東インド艦隊司令長官ペリーは，同年6月，

Ａ に現われ， B 大統領の国書を提出して日本の開国を求めた。ペリーは翌年ふ

たたび来航し，条約の締結を強硬にせまった。幕府はその威力に屈して条約を締結し，200 年以

上にわたった鎖国政策から完全に転換した。　

⒜ ⒝
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問6　下線部⒟に関して，下記は 1858 年に幕府がアメリカと結んだ条約の内容の一部である。

第三条　下田、箱館港の外、次にいふ所の場所を、左の期限より開くべし。

神奈川……西洋紀元千八百五十九年七月四日

長崎……同断

新潟……千八百六十年一月一日

兵庫……千八百六十三年一月一日

　�……神奈川港を開く後六ケ月にして下田港は鎖すべし。此箇条の内に載
のせ
たる各地は亜

あ
墨
め
利
り
加
か

人に居留を許すべし。……双方の国人、品物を売買する事総
すべ
て障
さわ
りなく、其払方等に付ては

日本役人これに立会はず。

第四条　総て国地に輸入輸出の品々、別冊の通、日本役所へ運上を納むべし。

第�六条　日本人に対し、法を犯せる亜墨利加人は、亜墨利加コンシュル裁断所にて吟味の上、

亜墨利加の法
はっと
度を以て罰すべし。亜墨利加人へ対し、法を犯したる日本人は、日本役人糺

ただし
の

上、日本の法度を以て罰すべし。

� （『大日本古文書　幕末外国関係文書』）

1．この条約に関する説明として適切でないものを下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 18

　⑴　大老の井伊直弼が条約の調印を断行した。

　⑵�　第3条において自由貿易が規定され，第4条にみえる別冊（貿易章程）により協定関

税制が廃止された。

　⑶　第3条の神奈川は実際には開港されず，代わりに横浜が開港された。

　⑷�　第6条においてコンシュル（領事）の裁判権が認められ，アメリカ人の犯罪について

日本側の裁判がおこなえない一方的なものであった。

2．この条約の調印にあたり勅許を出すことを拒んだ天皇として最も適切なものを下記から

1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 19

　⑴　孝明天皇　　⑵　光格天皇　　⑶　後水尾天皇　　⑷　明正天皇

11

歴
史
総
合
、日
本
史
探
究



3．この条約の締結を強くもとめた下田駐在の初代アメリカ総領事の通訳をつとめ，1860 年

に江戸で薩摩藩の浪士に殺害されたオランダ人として最も適切なものを下記から1つ選

び，その番号を解答欄にマークしなさい。 20

　⑴　ヒュースケン　　⑵　オールコック　　⑶　パークス　　⑷　ハリス

問6　下線部⒟に関して，下記は 1858 年に幕府がアメリカと結んだ条約の内容の一部である。

第三条　下田、箱館港の外、次にいふ所の場所を、左の期限より開くべし。

神奈川……西洋紀元千八百五十九年七月四日

長崎……同断

新潟……千八百六十年一月一日

兵庫……千八百六十三年一月一日

　�……神奈川港を開く後六ケ月にして下田港は鎖すべし。此箇条の内に載
のせ
たる各地は亜

あ
墨
め
利
り
加
か

人に居留を許すべし。……双方の国人、品物を売買する事総
すべ
て障
さわ
りなく、其払方等に付ては

日本役人これに立会はず。

第四条　総て国地に輸入輸出の品々、別冊の通、日本役所へ運上を納むべし。

第�六条　日本人に対し、法を犯せる亜墨利加人は、亜墨利加コンシュル裁断所にて吟味の上、

亜墨利加の法
はっと
度を以て罰すべし。亜墨利加人へ対し、法を犯したる日本人は、日本役人糺

ただし
の

上、日本の法度を以て罰すべし。

� （『大日本古文書　幕末外国関係文書』）

1．この条約に関する説明として適切でないものを下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 18

　⑴　大老の井伊直弼が条約の調印を断行した。

　⑵�　第3条において自由貿易が規定され，第4条にみえる別冊（貿易章程）により協定関

税制が廃止された。

　⑶　第3条の神奈川は実際には開港されず，代わりに横浜が開港された。

　⑷�　第6条においてコンシュル（領事）の裁判権が認められ，アメリカ人の犯罪について

日本側の裁判がおこなえない一方的なものであった。

2．この条約の調印にあたり勅許を出すことを拒んだ天皇として最も適切なものを下記から

1つ選び，その番号を解答欄にマークしなさい。 19

　⑴　孝明天皇　　⑵　光格天皇　　⑶　後水尾天皇　　⑷　明正天皇
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公共、政治・経済
（解答番号 1 ～ 16 ）

問題Ⅰ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

政治制度は国によって異なる。イギリスは立憲君主制を採用しており，国王は Ａ の地

位にあるが，統治はおこなわない。立法府は上院と下院からなり，イギリスの下院は，選挙によ

り国民が選んだ議員から構成される。

アメリカは大統領制を採用している。アメリカ大統領は，立法府である連邦議会に対して，拒

否権を行使することができる。また， B を連邦政府に送り，連邦議会に法律の制定など

を要請，勧告することができる。

中華人民共和国（中国）は， C とよばれる政治制度を採用している。中国では，立法

機関である D が国の最高権力機関であり，その下に行政府である E と，最高司

法機関である最高人民法院が設置されている。

問１　文中の A ・ B に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 A － 1 ， B － 2

⑴　白書　　⑵　総統　　⑶　公正証書　　⑷　教書

⑸　象徴　　⑹　青書　　⑺　支配者　　　⑻　元首

問２　文中の C ～ E に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。� �

C － 3 ， D － 4 ， E － 5

⑴　中央軍事委員会　　⑵　元老院　　　　⑶　国民議会　　　⑷　共産党中央委員会

⑸　国務院　　　　　　⑹　常務委員会　　⑺　閣僚会議　　　⑻　全国人民代表大会

⑼　複数政党制　　　　⑽　権力集中制　　⑾　二大政党制　　⑿　直接民主制

⒜

⒝ ⒞

13

公
共
、政
治
・
経
済



問３　下線部⒜に関する記述として適切でないものを下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 6

⑴　イギリスの下院議員の選挙では，20 歳以上の国民が選挙権をもつ。

⑵　イギリスの下院議員の任期は5年である。

⑶　イギリスの下院では，小選挙区制の下で議員が選出される。

⑷　イギリスの下院の定数は，650 名である。

問４　下線部⒝に関する記述として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 7

⑴　アメリカ大統領は，連邦議会に議席をもつことはできない。

⑵　アメリカ大統領は，上院または下院に議席をもつことができる。

⑶　アメリカ大統領は，上院にのみ議席をもつことができる。

⑷　アメリカ大統領は，下院にのみ議席をもつことができる。

問５　下線部⒞に関する記述として最も適切なものを下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 8

⑴　連邦議会において特定の法案についての審議を拒否できる権利のこと。

⑵　連邦議会における法案の提出を拒否できる権利のこと。

⑶　連邦議会の招集を拒否できる権利のこと。

⑷　連邦議会が可決した法案への署名を拒否できる権利のこと。　

問題Ⅱ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

日本の農業に関する政策として，1999 年に食料の安定供給の確保や農業の持続的発展などを

示した Ａ が制定された。コメの生産については，1970 年頃から実施された B に

よって，過剰生産の調整がおこなわれていたが，2018 年に廃止された。

これらの他にも様々な農業政策が実行されてきたものの，現在の日本の農業は多種多様な問

題に直面している。例えば，食の安全性に対する不安という問題は生産量の低下や生産コスト

の増加につながり，農業従事者の経済的な負担となっている。また，農産物の輸入自由化も日

本の農業に影響を与えている。国際的な貿易自由化の流れの中で，1986 年から 1994 年までの

⒜

⒝

公共、政治・経済
（解答番号 1 ～ 16 ）

問題Ⅰ　次の文章を読んで，下記の問いに答えなさい。

政治制度は国によって異なる。イギリスは立憲君主制を採用しており，国王は Ａ の地

位にあるが，統治はおこなわない。立法府は上院と下院からなり，イギリスの下院は，選挙によ

り国民が選んだ議員から構成される。

アメリカは大統領制を採用している。アメリカ大統領は，立法府である連邦議会に対して，拒

否権を行使することができる。また， B を連邦政府に送り，連邦議会に法律の制定など

を要請，勧告することができる。

中華人民共和国（中国）は， C とよばれる政治制度を採用している。中国では，立法

機関である D が国の最高権力機関であり，その下に行政府である E と，最高司

法機関である最高人民法院が設置されている。

問１　文中の A ・ B に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 A － 1 ， B － 2

⑴　白書　　⑵　総統　　⑶　公正証書　　⑷　教書

⑸　象徴　　⑹　青書　　⑺　支配者　　　⑻　元首

問２　文中の C ～ E に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。� �

C － 3 ， D － 4 ， E － 5

⑴　中央軍事委員会　　⑵　元老院　　　　⑶　国民議会　　　⑷　共産党中央委員会

⑸　国務院　　　　　　⑹　常務委員会　　⑺　閣僚会議　　　⑻　全国人民代表大会

⑼　複数政党制　　　　⑽　権力集中制　　⑾　二大政党制　　⑿　直接民主制

⒜

⒝ ⒞
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C での交渉の結果，日本は農産物の一部について輸入自由化が進んだ。こうした輸入自

由化は，食料の安定供給に寄与する面もあるが，一方で日本の農業は外国産品との競争に直面す

ることになり，国内農産物の価格を押し下げ，国内農業に深刻な影響を及ぼしている。

こうした問題に対応するため，農業の生産性向上や次世代の担い手育成，長期的な視点で環境

変動に対応するための技術開発や，農業経営の変革が必要であり，農業には新たな価値創出が

求められる。第 D 次産業化の推進はこの変革の一つであり，農業だけでなく，加工や販

売，観光などを含む地域資源を活用した経営が進んでいる。他にも，農業体験や地域資源を活用

した滞在型の余暇活動である E といった，新たな農業のかたちが誕生している。また，

F によって，食品の由来や生産過程，食品廃棄の問題などへの理解を深める取り組みも

おこなわれている。

問１　文中の A ・ B に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 A － 9 ， B － 10

⑴　農産物価格維持制度　　⑵　新食糧法　　⑶　食料・農業・農村基本法

⑷　農地法　　　　　　　　⑸　農地改革　　⑹　農業者戸別所得補償制度

⑺　農業基本法　　　　　　⑻　減反政策

問２　文中の C に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 11

⑴　ジュネーヴ・ラウンド　　⑵　東京・ラウンド

⑶　ドーハ・ラウンド　　　　⑷　ウルグアイ・ラウンド

問３　文中の D に入る最も適切な数字を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 12

⑴　2　　⑵　4　　⑶　6　　⑷　8

問４　文中の E ・ F に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 E － 13 ， F － 14

⑴　地産地消　　　　　　　　⑵　フードマイレージ　　　⑶　エコファーマー

⑷　ユニバーサルデザイン　　⑸　インターンシップ　　　⑹　食育

⑺　生産緑地　　　　　　　　⑻　グリーンツーリズム
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問５　下線部⒜を引き起こす例として，適切でないものを下記から1つ選び，その番号を解答欄

にマークしなさい。 15

⑴　ポストハーベスト　　⑵　鳥インフルエンザ　　⑶　口蹄疫　　⑷　スローフード

問6　下線部⒝に関する記述として，適切でないものを下記から1つ選び，その番号を解答欄に

マークしなさい。 16

⑴　1995 年からコメの輸入について，最低輸入量が設定された。

⑵　1997 年に牛肉・オレンジの輸入が自由化された。

⑶　1999 年からコメに高率の関税を課した輸入が開始された。

⑷　2001 年に，中国から輸入する一部の農産物の輸入量増加に対して，セーフガードが発

動された。

C での交渉の結果，日本は農産物の一部について輸入自由化が進んだ。こうした輸入自

由化は，食料の安定供給に寄与する面もあるが，一方で日本の農業は外国産品との競争に直面す

ることになり，国内農産物の価格を押し下げ，国内農業に深刻な影響を及ぼしている。

こうした問題に対応するため，農業の生産性向上や次世代の担い手育成，長期的な視点で環境

変動に対応するための技術開発や，農業経営の変革が必要であり，農業には新たな価値創出が

求められる。第 D 次産業化の推進はこの変革の一つであり，農業だけでなく，加工や販

売，観光などを含む地域資源を活用した経営が進んでいる。他にも，農業体験や地域資源を活用

した滞在型の余暇活動である E といった，新たな農業のかたちが誕生している。また，

F によって，食品の由来や生産過程，食品廃棄の問題などへの理解を深める取り組みも

おこなわれている。

問１　文中の A ・ B に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 A － 9 ， B － 10

⑴　農産物価格維持制度　　⑵　新食糧法　　⑶　食料・農業・農村基本法

⑷　農地法　　　　　　　　⑸　農地改革　　⑹　農業者戸別所得補償制度

⑺　農業基本法　　　　　　⑻　減反政策

問２　文中の C に入る最も適切な語句を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 11

⑴　ジュネーヴ・ラウンド　　⑵　東京・ラウンド

⑶　ドーハ・ラウンド　　　　⑷　ウルグアイ・ラウンド

問３　文中の D に入る最も適切な数字を下記から1つ選び，その番号を解答欄にマーク

しなさい。 12

⑴　2　　⑵　4　　⑶　6　　⑷　8

問４　文中の E ・ F に入る最も適切な語句を下記からそれぞれ1つずつ選び，

その番号を解答欄にマークしなさい。 E － 13 ， F － 14

⑴　地産地消　　　　　　　　⑵　フードマイレージ　　　⑶　エコファーマー

⑷　ユニバーサルデザイン　　⑸　インターンシップ　　　⑹　食育

⑺　生産緑地　　　　　　　　⑻　グリーンツーリズム
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数 学
（解答番号 1 ～ 18 ）

問題Ⅰ	 次の文中の 1 ～ 10 に入る最も適切なものをそれぞれの解答群から 1 つ

選び，その番号を解答欄にマークしなさい。なお，1つの番号を複数回使用してもよい。

ⅰ　9x2 +42x－4y2 +49 を因数分解すると，� �

　　（3x+ay+7）（bx－2y+c）

　となる。ただしここで，a，b，cはすべて整数で，a= 1 ，b= 2 ，c= 3

である。

⑴　－7� ⑵　－6� ⑶　－5� ⑷　－4� ⑸　－3

⑹　－2� ⑺　－1� ⑻　0� ⑼　1� ⑽　2

⑾　3� ⑿　4� ⒀　5� ⒁　6� ⒂　7

ⅱ　2 次関数 y=ax2 +bx+cのグラフが 3 点（－3，－20），（0，－14），（3，10）を通るとき，�

a= 4 ，b= 5 ，c= 6 である。

⑴　－14� ⑵　－12� ⑶　－7� ⑷　－5� ⑸　－4

⑹　－1� ⑺　0� ⑻　1� ⑼　2� ⑽　3

⑾　4� ⑿　5� ⒀　7� ⒁　12� ⒂　14
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（下書き用紙）数 学
（解答番号 1 ～ 18 ）

問題Ⅰ	 次の文中の 1 ～ 10 に入る最も適切なものをそれぞれの解答群から 1 つ

選び，その番号を解答欄にマークしなさい。なお，1つの番号を複数回使用してもよい。

ⅰ　9x2 +42x－4y2 +49 を因数分解すると，� �

　　（3x+ay+7）（bx－2y+c）

　となる。ただしここで，a，b，cはすべて整数で，a= 1 ，b= 2 ，c= 3

である。

⑴　－7� ⑵　－6� ⑶　－5� ⑷　－4� ⑸　－3

⑹　－2� ⑺　－1� ⑻　0� ⑼　1� ⑽　2

⑾　3� ⑿　4� ⒀　5� ⒁　6� ⒂　7

ⅱ　2 次関数 y=ax2 +bx+cのグラフが 3 点（－3，－20），（0，－14），（3，10）を通るとき，�

a= 4 ，b= 5 ，c= 6 である。

⑴　－14� ⑵　－12� ⑶　－7� ⑷　－5� ⑸　－4

⑹　－1� ⑺　0� ⑻　1� ⑼　2� ⑽　3

⑾　4� ⑿　5� ⒀　7� ⒁　12� ⒂　14
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ⅲ　Aさん，Bさん，Cさんの英語のテストの得点が順に 72 点，75 点，78 点であり，数学

のテストの得点が順に 86 点，74 点，80 点であるとき，英語の得点の標準偏差は 7

点，数学の得点の標準偏差は 8 点である。また，英語の得点と数学の得点の共分散

は 9 ，相関係数は 10 である。

⑴　－8� ⑵　－6� ⑶　－5� ⑷　－2�� �6�� ⑸　－2�� �3�

⑹　－�� �6��� ⑺　－1� ⑻　－ 12 � ⑼　－ 13 � ⑽　 13

⑾　 12 � ⑿　1� ⒀　�� �6�� ⒁　2�� �3� ⒂　2�� �6�

19

数

学



（下書き用紙）ⅲ　Aさん，Bさん，Cさんの英語のテストの得点が順に 72 点，75 点，78 点であり，数学

のテストの得点が順に 86 点，74 点，80 点であるとき，英語の得点の標準偏差は 7

点，数学の得点の標準偏差は 8 点である。また，英語の得点と数学の得点の共分散

は 9 ，相関係数は 10 である。

⑴　－8� ⑵　－6� ⑶　－5� ⑷　－2�� �6�� ⑸　－2�� �3�

⑹　－�� �6��� ⑺　－1� ⑻　－ 12 � ⑼　－ 13 � ⑽　 13

⑾　 12 � ⑿　1� ⒀　�� �6�� ⒁　2�� �3� ⒂　2�� �6�
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問題Ⅱ	 次の文中の 11 ～ 18 に入る最も適切なものをそれぞれの解答群から 1 つ

選び，その番号を解答欄にマークしなさい。なお，1つの番号を複数回使用してもよい。

ⅰ�△ABC において∠A，∠B，∠C の大きさをそれぞれ A，B，C で表し，それらの対

辺 BC，CA，AB の長さをそれぞれ a，b，c で表す。a=11，b=12，c=13 のとき，

sin A= 11 である。また，△ABCの外接円の半径は 12 である。

⑴　 611� ⑵　 712� ⑶　 813� ⑷　 711� ⑸　5�����312

⑹　�� �10513 � ⑺　 4�����511 � ⑻　121�����540 � ⑼　143���� �105210 � ⑽　22�����35

ⅱ　正十二角形について，次の数を求めよ。

ア）対角線の本数は 13 本である。

イ）3個の頂点を結んでできる三角形の個数は 14 個である。

ウ）3個の頂点を結んでできる直角三角形の個数は 15 個である。

⑴　50� ⑵　52� ⑶　54� ⑷　60� ⑸　80

⑹　100� ⑺　120� ⑻　160� ⑼　200� ⑽　220
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（下書き用紙）問題Ⅱ	 次の文中の 11 ～ 18 に入る最も適切なものをそれぞれの解答群から 1 つ

選び，その番号を解答欄にマークしなさい。なお，1つの番号を複数回使用してもよい。

ⅰ�△ABC において∠A，∠B，∠C の大きさをそれぞれ A，B，C で表し，それらの対

辺 BC，CA，AB の長さをそれぞれ a，b，c で表す。a=11，b=12，c=13 のとき，

sin A= 11 である。また，△ABCの外接円の半径は 12 である。

⑴　 611� ⑵　 712� ⑶　 813� ⑷　 711� ⑸　5�����312

⑹　�� �10513 � ⑺　 4�����511 � ⑻　121�����540 � ⑼　143���� �105210 � ⑽　22�����35

ⅱ　正十二角形について，次の数を求めよ。

ア）対角線の本数は 13 本である。

イ）3個の頂点を結んでできる三角形の個数は 14 個である。

ウ）3個の頂点を結んでできる直角三角形の個数は 15 個である。

⑴　50� ⑵　52� ⑶　54� ⑷　60� ⑸　80

⑹　100� ⑺　120� ⑻　160� ⑼　200� ⑽　220
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ⅲ　1個のさいころを投げる試行を繰り返し，2回連続で 2 以下の目が出たとき，繰り返しを

終了する。このとき，

ア）2回投げたところで繰り返しが終了する確率は 16 である。

イ）4回投げたところで繰り返しが終了する確率は 17 である。

ウ）5回投げたところで繰り返しが終了する確率は 18 である。

⑴　 181� ⑵　 5
243 � ⑶　 281� ⑷　 8

243 � ⑸　 127

⑹　 10243 � ⑺　 481� ⑻　 581� ⑼　 16243 � ⑽　 227

⑾　 781� ⑿　 19 � ⒀　 427� ⒁　 527� ⒂　 29
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（下書き用紙）ⅲ　1個のさいころを投げる試行を繰り返し，2回連続で 2 以下の目が出たとき，繰り返しを

終了する。このとき，

ア）2回投げたところで繰り返しが終了する確率は 16 である。

イ）4回投げたところで繰り返しが終了する確率は 17 である。

ウ）5回投げたところで繰り返しが終了する確率は 18 である。

⑴　 181� ⑵　 5
243 � ⑶　 281� ⑷　 8

243 � ⑸　 127

⑹　 10243 � ⑺　 481� ⑻　 581� ⑼　 16243 � ⑽　 227

⑾　 781� ⑿　 19 � ⒀　 427� ⒁　 527� ⒂　 29
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問
五
　
傍
線
部
⑷
「
そ
れ
は
…
…
安
住
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号

を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

20

①
　
自
然
な
自
明
性
に
対
し
て
認
識
論
的
懐
疑
を
徹
底
す
る
な
ら
ば
、
日
常
生
活
に
か
な
ら
ず
支
障
を
来
す
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
学
問
は
生
活
と
分
離
し
て
お
り
、
そ
の
人
は
認
識
論
的
に
批
判
し
た
は
ず
の
自
明
性
の
中
で
生
き
て
い
る
。

②
　
自
然
な
自
明
性
が
帯
び
る
不
完
全
さ
を
認
識
論
的
に
疑
う
に
は
、
学
問
を
生
活
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
自
己
の
生

活
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
生
活
面
に
お
い
て
自
明
性
の
世
界
の
な
か
に
生
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
　
自
明
性
の
檻
を
徹
底
的
に
破
壊
し
人
間
精
神
を
解
放
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
学
問
と
生
活
と
を
切
り
離
し
て
、
認
識

論
的
な
人
間
精
神
の
解
放
は
学
問
上
の
こ
と
と
し
、
同
時
に
自
然
な
自
明
性
の
世
界
に
生
き
る
、
と
い
う
二
重
性
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

④
　
自
然
な
自
明
性
に
支
え
ら
れ
た
生
活
は
、
い
わ
ば
自
明
性
の
檻
の
中
で
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
、
学
問
と
生
活

を
切
り
離
し
て
認
識
論
の
力
で
自
明
性
を
徹
底
し
て
疑
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
、
生
活
面
で
も
自
然
な
自
明
性
の
世
界
に
安
住
し
て
い
て

は
い
け
な
い
。
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問
三
　
傍
線
部
⑵
「
ま
わ
り
の
事
物
が
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
も
ち
統
合
さ
れ
た
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
と
同

様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

18①
　
リ
ア
リ
テ
ィ

②
　
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

③
　
私
に
と
っ
て
の
実
践
的
な
意
味

④
　「
自
然
な
自
明
性
」
の
感
覚

問
四
　
傍
線
部
⑶
「
私
た
ち
の
認
識
世
界
を
支
え
る
￢自
然
な
自
明
性￢

は
…
…
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
の
本
文
中
の
一

文
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

19

①
　「
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
経
験
の
な
か
で
循
環
的
に
結
び
つ
い
て
自
然
な
自
明
性
を
形
作
る
。」

②
　「「
自
然
な
自
明
性
」
の
感
覚
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
る
と
、
ふ
つ
う
に
生
き
て
い
く
こ

と
自
体
が
極
め
て
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。」

③
　「
実
在
か
非
実
在
か
の
二
分
法
で
は
な
く
、
濃
淡
の
分
布
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
確
か
で
な
い
部
分
も
あ
れ
ば
、
確
か
だ
と
お
も
っ
て
い

た
も
の
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
も
あ
る
。」

④
　「
し
か
し
、
ゆ
ら
い
だ
時
点
で
そ
の
つ
ど
微
修
正
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
部
分
も
含
め
て
、
日
常
的
世
界
は
あ
る
安
定
性

を
も
っ
て
感
じ
取
ら
れ
る
。」
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問
三
　
傍
線
部
⑵
「
ま
わ
り
の
事
物
が
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
も
ち
統
合
さ
れ
た
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
と
同

様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

18①
　
リ
ア
リ
テ
ィ

②
　
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

③
　
私
に
と
っ
て
の
実
践
的
な
意
味

④
　「
自
然
な
自
明
性
」
の
感
覚

問
四
　
傍
線
部
⑶
「
私
た
ち
の
認
識
世
界
を
支
え
る
￢自
然
な
自
明
性￢

は
…
…
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
の
本
文
中
の
一

文
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

19

①
　「
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
経
験
の
な
か
で
循
環
的
に
結
び
つ
い
て
自
然
な
自
明
性
を
形
作
る
。」

②
　「「
自
然
な
自
明
性
」
の
感
覚
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
る
と
、
ふ
つ
う
に
生
き
て
い
く
こ

と
自
体
が
極
め
て
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。」

③
　「
実
在
か
非
実
在
か
の
二
分
法
で
は
な
く
、
濃
淡
の
分
布
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
確
か
で
な
い
部
分
も
あ
れ
ば
、
確
か
だ
と
お
も
っ
て
い

た
も
の
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
も
あ
る
。」

④
　「
し
か
し
、
ゆ
ら
い
だ
時
点
で
そ
の
つ
ど
微
修
正
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
部
分
も
含
め
て
、
日
常
的
世
界
は
あ
る
安
定
性

を
も
っ
て
感
じ
取
ら
れ
る
。」

問
一
　
傍
線
部
⑴
「
現
実
感
」
の
構
成
要
素
と
し
て
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解

答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

16

①
　
リ
ア
リ
テ
ィ

②
　
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

③
　
自
然
な
自
明
性

④
　
実
在
か
非
実
在
か
の
二
分
法

問
二
　
空
欄

Ａ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

17

①
　
ゆ
え
に

②
　
し
か
し

③
　
そ
の
た
め

④
　
そ
の
う
え
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の
場
合
、
リ
ア
リ
テ
ィ
は
―
―
少
く
と
も
知
覚
的
に
は
―
―
保
た
れ
て
い
る
の
に
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し
ま
う
」。
そ
の
場
合
、

ま
わ
り
の
事
物
が
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
も
ち
統
合
さ
れ
た
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
失
わ
れ
、
事
物
は
ば
ら
ば
ら
の
疎
遠
な
存
在
と
な

る
。「
自
然
な
自
明
性
」
の
感
覚
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
る
と
、
ふ
つ
う
に
生
き
て
い
く
こ
と
自
体

が
極
め
て
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
机
」
ば
か
り
で
な
く
、「
研
究
室
」
と
か
「
大
学
」、
さ
ら
に
「
国
家
」
と
い
っ
た
も
の
も
、
私
に
と
っ
て
「
常
識
」
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
形
作
っ
て

い
る
。
し
か
し
、「
確
か
ら
し
さ
」
の
強
度
は
異
な
る
。
実
在
か
非
実
在
か
の
二
分
法
で
は
な
く
、
濃
淡
の
分
布
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
確
か
で
な
い

部
分
も
あ
れ
ば
、
確
か
だ
と
お
も
っ
て
い
た
も
の
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ゆ
ら
い
だ
時
点
で
そ
の
つ
ど
微
修
正
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ

り
、
そ
う
し
た
部
分
も
含
め
て
、
日
常
的
世
界
は
あ
る
安
定
性
を
も
っ
て
感
じ
取
ら
れ
る
。
精
神
病
理
学
者
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
は
、「
人
間
的
現
存
在

は
、
自
然
な
自
明
性
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
が
部
分
的
に
止し

揚よ
う

さ
れ
う
る
と
い
う
可
能
性
に
よ
っ
て
も
特
筆

す
べ
き
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
部
分
的
な
止
揚
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
自
明
性
に
あ
ら
た
め
て

0

0

0

0

0

内
省
の
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
…
…
疑
問
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
存
在
を
統
合
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
契
機
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
適
度
の
分
量
の
場
合

に
か
ぎ
ら
れ
ま
す
」（
傍
点
原
文
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
、
私
た
ち
の
常
識
的
な
認
識
世
界
の
あ
り
方
を
、
簡
潔
か
つ
適
切
に
表
現
し
て
い

る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
認
識
世
界
を
支
え
る
「
自
然
な
自
明
性
」
は
、
閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
適
度
の
分
量
」
の
疑
問
を
通
じ

て
、
安
定
性
を
保
ち
つ
つ
も
、
外
の
世
界
と
交
流
し
、
そ
れ
を
「
止
揚
」
し
て
内
部
化
し
、
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち

は
、
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
、
次
第
に
認
識
の
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
が
述
べ
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
な
自
明
性
を
帯
び
た
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、
認
識
論
的
に
い
え
ば
疑
わ
し
く
不
完
全
な
も
の
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
す
る
「
適
度
の
分
量
」
を
超
え
た
懐
疑
は
、
人
間
生
活
を
破
壊
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

自
明
性
の
檻お

り
を
徹
底
的
に
打
ち
壊
し
て
人
間
精
神
を
解
放
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
抽
象
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を

展
開
す
る
論
者
が
特
に
支
障
も
な
く
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
彼
（
女
）
が
学
問
と
生
活
を
切
り
離
し
、
生
活
面
で

は
自
然
な
自
明
性
の
世
界
に
安
住
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

�

（
岸
本
美
緒
「
中
国
史
研
究
に
お
け
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
歴
史
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
三
年
）

⑵

⑶

⑷
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の
場
合
、
リ
ア
リ
テ
ィ
は
―
―
少
く
と
も
知
覚
的
に
は
―
―
保
た
れ
て
い
る
の
に
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し
ま
う
」。
そ
の
場
合
、

ま
わ
り
の
事
物
が
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
も
ち
統
合
さ
れ
た
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
失
わ
れ
、
事
物
は
ば
ら
ば
ら
の
疎
遠
な
存
在
と
な

る
。「
自
然
な
自
明
性
」
の
感
覚
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
る
と
、
ふ
つ
う
に
生
き
て
い
く
こ
と
自
体

が
極
め
て
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
机
」
ば
か
り
で
な
く
、「
研
究
室
」
と
か
「
大
学
」、
さ
ら
に
「
国
家
」
と
い
っ
た
も
の
も
、
私
に
と
っ
て
「
常
識
」
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
形
作
っ
て

い
る
。
し
か
し
、「
確
か
ら
し
さ
」
の
強
度
は
異
な
る
。
実
在
か
非
実
在
か
の
二
分
法
で
は
な
く
、
濃
淡
の
分
布
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
確
か
で
な
い

部
分
も
あ
れ
ば
、
確
か
だ
と
お
も
っ
て
い
た
も
の
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ゆ
ら
い
だ
時
点
で
そ
の
つ
ど
微
修
正
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ

り
、
そ
う
し
た
部
分
も
含
め
て
、
日
常
的
世
界
は
あ
る
安
定
性
を
も
っ
て
感
じ
取
ら
れ
る
。
精
神
病
理
学
者
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
は
、「
人
間
的
現
存
在

は
、
自
然
な
自
明
性
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
が
部
分
的
に
止し

揚よ
う

さ
れ
う
る
と
い
う
可
能
性
に
よ
っ
て
も
特
筆

す
べ
き
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
部
分
的
な
止
揚
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
自
明
性
に
あ
ら
た
め
て

0

0

0

0

0

内
省
の
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
…
…
疑
問
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
存
在
を
統
合
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
契
機
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
適
度
の
分
量
の
場
合

に
か
ぎ
ら
れ
ま
す
」（
傍
点
原
文
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
、
私
た
ち
の
常
識
的
な
認
識
世
界
の
あ
り
方
を
、
簡
潔
か
つ
適
切
に
表
現
し
て
い

る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
認
識
世
界
を
支
え
る
「
自
然
な
自
明
性
」
は
、
閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
適
度
の
分
量
」
の
疑
問
を
通
じ

て
、
安
定
性
を
保
ち
つ
つ
も
、
外
の
世
界
と
交
流
し
、
そ
れ
を
「
止
揚
」
し
て
内
部
化
し
、
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち

は
、
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
、
次
第
に
認
識
の
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
が
述
べ
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
な
自
明
性
を
帯
び
た
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、
認
識
論
的
に
い
え
ば
疑
わ
し
く
不
完
全
な
も
の
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
す
る
「
適
度
の
分
量
」
を
超
え
た
懐
疑
は
、
人
間
生
活
を
破
壊
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

自
明
性
の
檻お

り
を
徹
底
的
に
打
ち
壊
し
て
人
間
精
神
を
解
放
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
抽
象
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を

展
開
す
る
論
者
が
特
に
支
障
も
な
く
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
彼
（
女
）
が
学
問
と
生
活
を
切
り
離
し
、
生
活
面
で

は
自
然
な
自
明
性
の
世
界
に
安
住
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

�

（
岸
本
美
緒
「
中
国
史
研
究
に
お
け
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
歴
史
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
三
年
）

⑵

⑶

⑷

　
　
　
　
　（
読
み
）　
り
つ
ぜ
ん

　
　
　
　
　（
意
味
）　
あ
き
れ
て
言
葉
が
出
な
い
さ
ま

⑵
　
卑
近
　

14

　
　
　
　
　（
読
み
）　
ひ
こ
ん

　
　
　
　
　（
意
味
）　
振
る
舞
い
が
下
品
な
こ
と

⑶
　
懐
柔
　

15

　
　
　
　
　（
読
み
）　
か
い
に
ゅ
う

　
　
　
　
　（
意
味
）　
温
和
で
親
し
み
や
す
い
こ
と

問
題
Ⅲ
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

私
た
ち
は
一
般
に
、
自
分
を
と
り
ま
く
状
況
を
、
あ
る
現
実
感
を
も
っ
て
と
ら
え
て
い
る
。
他
人
も
同
じ
よ
う
な
現
実
感
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
保
証

は
な
い
が
、
お
互
い
の
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
の
共
通
認
識
と
い
う
も
の
は
、
お
そ
ら
く
あ
る
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
現
実
感
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
研
究
室
の
机
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
る
と
、「
こ
こ
に
机
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
。

机
が
単
に
孤
立
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
「
去
年
校
費
で
買
っ
た
」「
本
で
埋
も
れ
て
い
る
」
な
ど
の
認
識
と
結
び
つ
い
て
日
常
世
界
の
な
か
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
机
は
単
に
「
あ
る
」
だ
け
で
な
く
、
私
に
と
っ
て
の
実
践
的
な
意
味
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、「
机
の
上
で
書
類
を
書
こ
う
」「
そ
の
た

め
に
は
片
づ
け
な
く
て
は
」
と
い
っ
た
形
で
、
机
は
私
に
と
っ
て
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
片
づ
け
た
り
書
類
を
書
い
た
り
す
る

こ
と
を
通
じ
、
机
が
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
感
じ
は
強
化
さ
れ
る
。
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
経
験
の
な
か
で
循
環
的
に
結
び
つ
い

て
自
然
な
自
明
性
を
形
作
る
。

Ａ

、
す
べ
て
の
人
間
が
そ
う
し
た
自
然
な
自
明
性
の
な
か
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。「
離
人
症�

⑴
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⑶
　
事
に
あ
た
る
姿
勢
、
立
場
　

10

①
　
ス
タ
ン
ス

②
　
プ
ロ
セ
ス

③
　
フ
ォ
ー
カ
ス

④
　
プ
レ
ゼ
ン
ス

問
二
　
⑴
・
⑵
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
。
空
欄

Ａ

・

B

に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を

解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

11

・

12

⑴
　
宇
宙
人
に
連
れ
去
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
な
ん
て
、

Ａ

で
茶
を
沸
か
す
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
話
だ
。

Ａ
　

11

　

①
　
顎
（
あ
ご
）　
　
②
　
脛
（
す
ね
）　
　
③
　
臍
（
へ
そ
）　
　
④
　
肝
（
き
も
）

⑵
　
現
状
に
は
飽
き
た
ら
ず
、
社
長
は
新
規
事
業
に
触
手
を

B

。

Ｂ
　

12

　
①
　
広
げ
た
　
　
②
　
開
い
た
　
　
③
　
伸
ば
し
た
　
　
④
　
そ
そ
ら
れ
た

問
三
　
⑴
～
⑶
の
語
句
に
つ
い
て
、
読
み
も
意
味
も
正
し
け
れ
ば
①
、
読
み
は
正
し
い
が
意
味
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
②
、
読
み
は
間
違
っ
て
い
る
が
意
味

が
正
し
け
れ
ば
③
、
読
み
も
意
味
も
間
違
っ
て
い
れ
ば
④
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

13

～

15

⑴
　
慄
然
　

13
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⑶
　
事
に
あ
た
る
姿
勢
、
立
場
　

10

①
　
ス
タ
ン
ス

②
　
プ
ロ
セ
ス

③
　
フ
ォ
ー
カ
ス

④
　
プ
レ
ゼ
ン
ス

問
二
　
⑴
・
⑵
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
。
空
欄

Ａ

・

B

に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を

解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

11

・

12

⑴
　
宇
宙
人
に
連
れ
去
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
な
ん
て
、

Ａ

で
茶
を
沸
か
す
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
話
だ
。

Ａ
　

11

　

①
　
顎
（
あ
ご
）　
　
②
　
脛
（
す
ね
）　
　
③
　
臍
（
へ
そ
）　
　
④
　
肝
（
き
も
）

⑵
　
現
状
に
は
飽
き
た
ら
ず
、
社
長
は
新
規
事
業
に
触
手
を

B

。

Ｂ
　

12

　
①
　
広
げ
た
　
　
②
　
開
い
た
　
　
③
　
伸
ば
し
た
　
　
④
　
そ
そ
ら
れ
た

問
三
　
⑴
～
⑶
の
語
句
に
つ
い
て
、
読
み
も
意
味
も
正
し
け
れ
ば
①
、
読
み
は
正
し
い
が
意
味
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
②
、
読
み
は
間
違
っ
て
い
る
が
意
味

が
正
し
け
れ
ば
③
、
読
み
も
意
味
も
間
違
っ
て
い
れ
ば
④
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

13

～

15

⑴
　
慄
然
　

13

⑹
　
夢
と
現
実
の
交
サ
ク
　

6

①
　
策
　
　
②
　
索
　
　
③
　
錯
　
　
④
　
削

⑺
　
不
シ
ョ
ウ
の
弟
子
　

7

①
　
昌
　
　
②
　
肖
　
　
③
　
宵
　
　
④
　
晶

問
題
Ⅱ

問
一
　
⑴
～
⑶
の
意
味
に
あ
た
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

8

～

10

⑴
　
規
律
も
統
一
も
な
く
寄
り
集
ま
っ
た
人
々
　

8

①
　
烏
合
の
衆
　
　
　
　
　
　
　
　（
う
ご
う
の
し
ゅ
う
）

②
　
埋
も
れ
木
に
花
が
咲
く
　
　
　（
う
も
れ
ぎ
に
は
な
が
さ
く
）

③
　
枯
れ
木
も
山
の
賑
わ
い
　
　
　（
か
れ
き
も
や
ま
の
に
ぎ
わ
い
）

④
　
鴨
が
葱
を
背
負
っ
て
く
る
　
　（
か
も
が
ね
ぎ
を
し
ょ
っ
て
く
る
）

⑵
　
は
か
り
知
れ
な
い
ほ
ど
多
い
こ
と
　

9

①
　
権
謀
術
数
　
　（
け
ん
ぼ
う
じ
ゅ
っ
す
う
）

②
　
万
古
不
易
　
　（
ば
ん
こ
ふ
え
き
）

③
　
千
万
無
量
　
　（
せ
ん
ま
ん
む
り
ょ
う
）

④
　
一
伍
一
什
　
　（
い
ち
ご
い
ち
じ
ゅ
う
）
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（
解
答
番
号

1

～

20

）

問
題
Ⅰ
　
⑴
～
⑺
の
傍
線
部
の
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

1

～

7

⑴
　
コ
ウ
甚
の
至
り
　

1

①
　
幸
　
　
②
　
工
　
　
③
　
興
　
　
④
　
交

⑵
　
心
の
キ
ン
線
に
触
れ
る
　

2

①
　
禁
　
　
②
　
謹
　
　
③
　
錦
　
　
④
　
琴

⑶
　
ジ
ュ
ン
教
者
を
悼
む
　

3

①
　
馴
　
　
②
　
巡
　
　
③
　
殉
　
　
④
　
准

⑷
　
リ
ュ
ウ
盛
を
極
め
た
王
朝
　

4

①
　
竜
　
　
②
　
琉
　
　
③
　
流
　
　
④
　
隆

⑸
　
古
都
の
メ
イ
刹
を
拝
観
す
る
　

5

①
　
明
　
　
②
　
冥
　
　
③
　
命
　
　
④
　
名
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